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ステム」とよぶ)，また「地域」の概念をそうした「ネットワーク J のかたまり，範囲としてみなして， そうした
「地域」の秩序形成のありかたを明らかにするのが本論文の課題だという。











第 H部「近代化による地域社会の変動と動揺」は全 4 章からなるが，同じ高梁地域で起こったキリスト者たちのリ
ヴァイヴァリズムをとりあげ，そのリヴァイヴァル運動がキリスト教大迫害を招きながらも，和解がはかられ，地域
の再統合をもたらすとともに，地域の周辺にあらたなネットワークを生みだし，従来よりも広範で重層的な地域秩序



















































しかし，不足も指摘しなければならないだろう。その第一は，本論文のメリットと裏腹の関係にあるが， r ネ y ト








化の道しかないように読まれかねない。第四に，第 1 ， IT , m部のそれぞれは，各々の時期の「ネットワーク」の典
型を示したものであろうが，それぞ、れの関連'性については説明不足の感がある。
以上のように，いろいろと不足はあるが，本論文が新しい研究領域を切り拓くものであること，研究者として独り
立ちする第一歩を示すものとして評価できる作品であることをもって，博士(文学)の学位を受けるに十分な価値を
もつものであることを認定する。
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